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２月定例議会開催中！ 
２月定例議会が２月１２日より３月１３日の約１ヶ月間の日程で開催されています。 

今議会では、予算特別委員会が設置され、平成２０年度さいたま市一般会計・特別会計予算に係る

審議が行なわれます。 

地球温暖化をはじめとする環境問題や、少子高齢社会への対応は急務となっております。 

皆様より預かった貴重な税金の使い方に無駄は無いか、しっかりと審査してまいります。 

今後とも、より一層のご支援を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 「民主党さいたま市議団 予算・施策に対す

る要望」により実現！ 
 

・市税等のコンビニ・クレジットカード支払い 

税基幹系システムの再構築とあわせ 22 年度の実施に向

けて検討します。 

・小児緊急医療施設の整備促進 

市立病院に加え、新たに平成 20 年 10 月、自治医大さい

たま医療センターに小児病棟及び周産期医療施設の整備、

平成 21 年３月開設予定のさいたま市医療センターに 24

時間体制の第 2 次小児救急医療施設の整備を行ないます。 

・乳幼児医療制度の拡充 

小学就学前の乳幼児、更に、中学校卒業までの児童につい 

て所得制限を設けず、通院・入院にかかる一部負担金の全 

額と食事病養標準負担額の 1/2 を助成する、子育て支援 

医療費助成事業を創設します。 

・保育所及び放課後児童クラブの増設と補助拡充 

待機児童解消のため、民間保育所３ヶ所を整備します。 

保育環境改善のため、整備促進補助金を活用し、民間施設 

の整備や補助を行なってまいります。 

 

 

 
 

さいたま市議会議員  

阪阪本本かかつつみみ    
 

《所属》 都市開発常任委員会 

大都市行財政制度調査特別委員会 

さいたま市下水道事業審議会 

  『『議議会会改改革革』』実実現現にに向向けけ活活動動中中！！      

http://www7a.biglobe.ne.jp/~sakamoto-k


さいたま市 平成 20 年度 予算（案） 

【予算規模】 

◇一般会計 

Ｈ20 3,094 億 3,000 万円（3.3％増） 

◇特別会計 

Ｈ20 1,790 億 3,100 万円（25％減）  

◇企業会計 

Ｈ20 1,131 億 1,192 万円（10.8％減） 

◇全会計合計 

Ｈ20 6,825 億 7,292 万円（5.1％減） 

  

【予算の特徴】 

○ 重要政策事業への財源の重点配分 

Ｈ20 454 億 １４２億円増（ 46％増 ） 

 

○ 市民ニーズに対応したダイナミックな予算編成 

◇教育機会の均等な提供のための予算対応 

市立高校空調整備、少人数指導サポート事業の充実など 

◇子育て支援を明確に示す予算対応 

子育て支援医療費助成制度の創設、妊婦健康診断の拡充など 

◇児童虐待防止策へに予算対応 

保育所アドバイザー制度の創設、育児不安電話相談・お母さん心の相談の実施など 

◇生活基盤整備のための予算対応 

浦和駅改修、暮らしの道路整備の拡充、区民満足度ＵＰ事業の拡充など 

◇公共施設の安定利用のための予算対応 

公共施設の耐震補強事業、バリヤフリー化修繕など 

◇環境へ配慮した予算対応 

   建築物緑化助成事業の創設、ＥＳＣＯ事業の導入（ＣＯ2 の削減） 

 

○ 「子育て支援」「安心・安全」「オリジナリティー」事業の充実 
 

◇子育て支援事業 70 事業に対し 273 億円 

地域子育て支援センター整備、のびのびルーム整備、認可外保育施設への支援など 

◇安心・安全事業 59 事業に対し 84 億円 

   橋梁耐震補強、耐震診断・改修助成、アスベスト対策、防災対策など 

 ◇オリジナリティー事業 32 事業に対し 58 億円 

   盆栽施設・岩槻人形会館の整備、早期起業家教育事業、シルバーバンク事業など 


